
広報

2022.1.1　VOL.1348                      月号1

栗山町産ふるさと給食栗山町産ふるさと給食
　　　　　　　　　　  　（11 月 30 日）　　　　　　　　　　　　  　（11 月 30 日）　　

【今月の表紙】【今月の表紙】
町産食材のみを使った「ふるさと給食」が町内小町産食材のみを使った「ふるさと給食」が町内小
中学校で振舞われ、子供たちは「栗山牛丼」「栗山中学校で振舞われ、子供たちは「栗山牛丼」「栗山
産具だくさんのみそ汁」「ちんげんさいのおひたし」産具だくさんのみそ汁」「ちんげんさいのおひたし」
を味わい、ふるさとの味を楽しんでいました。を味わい、ふるさとの味を楽しんでいました。

新年のごあいさつ新年のごあいさつP2

新コーナー「ケアラーの窓から」新コーナー「ケアラーの窓から」P5

新型コロナワクチンのお知らせ新型コロナワクチンのお知らせP6
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新年のごあいさつ

栗
山
の
魅
力
・
元
気
を
発
信
す
る
一
年
に

栗
山
の
魅
力
・
元
気
を
発
信
す
る
一
年
に

栗山町長

佐 々 木　 学

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
４
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
と
共
に
健
や
か
に
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手

団
の
頑
張
り
に
感
動
し
、
米
大
リ
ー
グ
・
大

谷
選
手
の
記
録
的
な
活
躍
に
心
躍
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の

持
つ
力
が
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
栗
山
ロ
ッ
キ
ー
ズ
が

少
年
野
球
全
国
大
会
３
位
の
快
挙
を
達
成
す

る
な
ど
、
栗
っ
子
た
ち
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
年
末
に
は
、
栗
山

英
樹
さ
ん
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
監
督
就
任
と
い
う

誇
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
届
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
に
は
、
女
子
硬
式
野
球
の
元

日
本
代
表
で
主
将
も
務
め
ら
れ
た
金
由
起
子

氏
を
指
導
者
に
迎
え
、
栗
高
女
子
硬
式
野
球

部
の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
栗
山

高
校
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
と
生
徒
確
保
の

一
環
と
し
て
、
官
民
挙
げ
た
挑
戦
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支「
壬
寅（
み
ず
の
え
・

と
ら
）」に
は「
新
し
い
成
長
の
礎
と
な
る
年
」

と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
さ
に
、
本

町
で
も
、
栗
山
新
時
代
の
芽
吹
き
と
な
る
新

た
な
事
業
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
５
年
１
月
の
開
設
に
向
け
、

新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
「
栗
山
駅
南
交
流
拠

点
施
設
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
町

の
観
光
・
食
や“
も
の
づ
く
り
”の
魅
力
な
ど

を
発
信
し
、
道
内
外
か
ら
の
集
客
拡
大
や
、

関
係
人
口
創
出
を
図
る
複
合
施
設
と
し
て
、

そ
の
効
果
を
商
店
街
の
活
性
化
へ
と
波
及
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
「
旧
継
立
中
学
校

施
設
」
に
つ
い
て
も
、
今
般
、
活
用
事
業
者

が
決
定
し
、
キ
ャ
ン
プ
・
農
業
体
験
な
ど
の

体
験
交
流
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
世
界
的
に
ア
ウ
ト
ド
ア
市

場
が
成
長
す
る
中
、
本
町
の
自
然
・
農
村
の

魅
力
を
発
信
す
る
新
た
な
拠
点
と
な
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
耐
え
忍

ぶ
月
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
国
道
２
３
４
号

線
整
備
促
進
や
栗
高
女
子
硬
式
野
球
部
設
立

な
ど
、
官
民
挙
げ
た
取
組
を
通
じ
て
、
本
町

の
魅
力
・
元
気
を
全
国
に
発
信
し
、
交
流
人

口
か
ら
関
係
人
口
の
創
出
へ
と
、
ま
た
、
地

域
経
済
の
活
性
化
へ
と
繋
が
る
好
循
環
を
創

出
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
福
祉
学
校
の
存
続
な
ど
の
町

政
課
題
を
解
決
へ
と
導
く
と
と
も
に
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
地
域
公
共

交
通
の
確
保
、
本
町
の
基
幹
産
業
・
農
業

を
守
る
た
め
の
生
産
基
盤
整
備
な
ど
に
も
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
が
、
ま
さ
に
本
町
の「
新
し

い
成
長
へ
の
礎
」
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
り
、
今
後
も
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早

く
終
息
す
る
こ
と
を
切
に
念
願
し
ま
す
と
と

も
に
、本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

明
る
く
健
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

栗山町議会議長

鵜　川　和　彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
令
和
４
年
の
幕
開
け
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り
回
さ

れ
た
１
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
１

年
の
延
期
を
経
て
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選

手
の
活
躍
に
勇
気
と
希
望
、
そ
し
て
感
動
を

も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、

感
染
拡
大
へ
の
不
安
や
活
動
自
粛
に
よ
り
地

域
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
町
民
の

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
心
身
と
も
に
悩

み
苦
し
ん
だ
我
慢
の
年
で
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
業
は
、
夏
場
の
高
温
続
き
と
少
雨

に
よ
り
、
畑
作
物
に
つ
い
て
は
、
収
量
が
平

年
よ
り
下
回
る
と
い
っ
た
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
、
水
稲
に
つ
い
て
は
３
年
連
続

の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
が
、
需
給
の
影
響
に

よ
り
米
価
が
下
落
し
、
農
業
者
に
と
っ
て
は

厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
よ
り
「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」の
交
付
要
件
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
、
今
後
５
年
間
水
張
り
を

し
な
い
水
田
を
交
付
対
象
か
ら
除
外
す
る
と

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
の

減
反
政
策
に
基
づ
き
転
作
を
進
め
て
き
た
農

業
者
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
本
町
の
水
田
地
域
の
崩
壊
に
繋
が

り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
町
を
は
じ
め
、
町

内
農
業
関
係
団
体
と
共
に
年
明
け
に
農
林
水

産
大
臣
へ
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業
者
は

じ
め
商
工
業
者
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
引
き

続
き
厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
も
、
農
業
団
体
、
経
済
団
体

と
と
も
に
連
携
し
、
議
会
基
本
条
例
の
理
念

で
あ
る
町
民
参
加
を
怠
る
こ
と
な
く
、
皆
様

の
声
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
に
と
っ
て
は
、
昨
年
５
月
に
議

会
基
本
条
例
制
定
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
12
月
に
は
議
会
の
機
動
力
強
化
の

た
め
、
通
年
議
会
の
導
入
を
行
う
と
と
も

に
、
文
書
質
問
、
さ
ら
に
は
、
常
任
委
員
会

で
の
代
表
質
問
の
導
入
に
至
り
、
こ
の
節
目

の
年
に
議
会
改
革
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
議

員
個
々
の
資
質
並
び
に
議
会
力
を
高
め
て
い

く
よ
う
議
員
一
同
気
持
ち
を
引
き
締
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
豊
か
な
議
会
を
目

指
し
、
議
会
改
革
の
進
化
に
よ
り
町
民
に
信

頼
さ
れ
、
町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
づ
く
り

を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
、
新
し
い
こ
の
１
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
明

る
い
１
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

町　
　
　
長　
　

佐
々
木　
　
　

学

　

副　
町　
長　
　

三　

浦　
　
　

匠

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ほ
か
職
員
一
同

◆
議
　
会

　

議　
　
　
長　
　

鵜　

川　

和　

彦

　

副　
議　
長　
　

藤　

本　

光　

行

　

議　
　
　
員　
　

大　

西　

勝　

博

　
　
　
　
　
　
　

  

友　

成　

克　

司

　
　
　
　
　
　
　

  

佐　

藤　

則　

男

　
　
　
　
　
　
　

  

土　

井　

道　

子

　
　
　
　
　
　
　

  

佐　

藤　
　
　

功

　
　
　
　
　
　
　

  

千　

葉　

清　

己

　
　
　
　
　
　
　

  

三　

田　

源　

幸

　
　
　
　
　
　
　

  

齊　

藤　

義　

崇

　
　
　
　
　
　
　

  

置　

田　

武　

司

　
　
　
　
　
　
　

  

鈴　

木　

千　

逸

◆
農
業
委
員
会

　

会　
　
　
長　
　

 

吉　

田　

寿　

栄

　

同　
代　
理　
　

 

鳥　

村　

正　

行

◆
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　

進
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

西　

勝　

博

◆
教
育
委
員
会

　

教　
育　
長　
　

吉　

田　

政　

和

　

同　
代　
理　
　

井　

上　

博　

幸

◆
選
挙
管
理
委
員
会

　

委　
員　
長　
　

鈴　

木　

英　

雄

　

同　
代　
理　
　

古　

林　

義　

弘

◆
公
平
委
員
会

　

委　
　
　
員　
　

坂　

口　

由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　

  

鳴　

海　

秀　

樹

　
　
　
　
　
　
　

  

越
前
谷　
　
　

徹

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　

会　
　
　
長　
　

北　
　
　

輝　

男

　

同　
代　
理　
　

橘　
　
　

一　

也

◆
都
市
計
画
審
議
会

　

会

長　
　

早　

坂　

義　

幸

　

同　
代　
理　
　

三　

田　

源　

幸

◆
社
会
教
育
委
員

　

委
員
長　
　

藤　

井　

吉　

美

　

副
委
員
長　
　

田　

村　

賢　

治

　

副
委
員
長　
　

原　

田　

優　

司

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

委
員
長　
　

岡　

山　

典　

弘

　

副
委
員
長　
　

高　

石　

賢　

治

本
年
も

　

  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す



文
部
科
学
大
臣
表
彰

～功績をたたえて～
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前
栗
山
町
教
育
委
員
の
湯
地
定
曉
さ

ん
（
朝
日
3
）
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
、
11
月
25
日
、
役
場
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

湯
地
さ
ん
は
平
成
16
年
に
教
育
委
員

に
就
任
し
、
平
成
22
年
以
降
、
教
育
委

員
長
、
教
育
長
職
務
代
理
者
を
歴
任
さ

れ
、
令
和
2
年
に
退
任
。
こ
の
間
、
ふ

る
さ
と
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど

を
立
ち
上
げ
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

学
校
づ
く
り
、
教
育
支
援
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
方
教
育
行
政

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

湯
地
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

令
和
３
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

　

令
和
３
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

式
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
・
橘
一

也
会
長
）
が
12
月
20
日
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
会
役
員
や
福
祉
施
設
職
員
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
４
人
が
表
彰
さ
れ
た
ほ

か
、
同
協
議
会
へ
高
額
寄
付
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
受
賞
者
・
北
海
道
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
受
賞
者
へ
の
伝
達
式
も
併

せ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

橘
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

西
岡　

孝
敏
さ
ん

松
本　

良
美
さ
ん

【
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

鈴
木　

英
雄
さ
ん

大
西　

勝
博
さ
ん

伊
達　

桃
代
さ
ん

不
破　
　

潤
さ
ん

串
下　

良
絵
さ
ん

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

秦　
　

則
行
さ
ん

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

犬
養　

雅
博
さ
ん

大
佐
賀
貴
士
さ
ん

土
谷　

伸
隆
さ
ん

【
感
謝
状
贈
呈
者
】

永
田　

英
隆
さ
ん

生
駒　

和
子
さ
ん

山
本　

ヨ
ネ
さ
ん

吉
田　

礼
子
さ
ん

谷
口　

温
松
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
！
　
私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
　
私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
で
す
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栗山青年会議所の
Ｆａｃｅｂｏｏｋは
下記ＱＲコードから

【  【            相 談 窓 口相 談 窓 口           】　     】　    町福祉課、町社会福祉協議会
【相談ダイヤル】        

①子どもの相談    　町子育て支援センター「スキップ」☎ 72-1280　　
②高齢者の相談    　町地域包括支援センター　☎ 73-2255
③障がいの相談    　町福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222
④ケアラーの相談    町社会福祉協議会　☎ 72-2121（月・水・金：午前）
                                  　　　　　　　　　　（相談専用ダイヤル）
※①～③の窓口は平日 8：30 ～ 17：15 までです。

ケアラーって何だろう？という声をよく耳
にします。ケアラーについて町民の皆さ

んに知っていただくため、相談窓口や活動内容、
イベント情報などを今後掲載していきます。

【問い合わせ】　町地域包括支援センター　☎ 73-2255

　ケアラーは、心や身体に不調のある人の「介護」「世話」「気づかい」
など、ケアの必要な家族・知人などを無償でケアする人のことです。

ケアラーの悩み、お聞きします
　　  　　　　　　    　　　　　　ひとりで悩まず相談を・・・

　    町地域包括支援センター

　大家　洋志   社会福祉士
 

ケ
ア
ラ
ー
の

ケ
ア
ラ
ー
の

窓
か
ら

窓
か
ら

VOL.1

　    町 HP でも
　　情報発信中！

一致団結 ～共に歩もう愛の溢れる地域のために～
　　　　　　一般社団法人栗山青年会議所
　　　　　　2022 年度理事長 　  記虎　大樹  さん（34）

　新年を迎えられましたこと、心よりお慶び申し上げます。日
頃より栗山青年会議所の運動・事業に対し、ご理解、ご協力を
賜り、心より御礼申し上げます。
　さて、2022 年は「一致団結～共に歩もう愛の溢れる地域の
ために～」をスローガンに運動を展開していく所存です。
　コロナ禍で多くの事業が中止となり、様々な活動が停滞して
いる中かと思いますが、そのような状況下でも地域のためにで
きることを考え、事業を展開していきます。本年は、スポーツ
を通じた青少年育成や夕張川関連事業などを通じて、愛の溢れ
る地域を創造します。
　私たちの組織は、共に活動する仲間も募集しています。南々
そらちエリア（栗山町・由仁町・長沼町・南幌町）の 20 ～ 40
歳までを対象に、地域を想う気持ちがあれば誰でも入会できま
す。興味のある方はぜひご連絡ください。
　本年においては、新型コロナウイルス感染症により綻びが生
じたこの地域の絆を再興するべく、まい進していく所存です。
　今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。



　感
染

症対
策

　マイナンバーカードをお持ちの方は、スマートフォン上の専用
アプリから電子版の接種証明書を取得することができます。
※引き続き、紙の「予防接種済証」「接種記録書」でも接種証明は　
　できます。
※アプリの情報はデジタル庁のホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　町住民保健課健康推進グループ　☎ 73-2256

マイナンバーカードで
接種証明書（ワクチンパスポート）電子版が取得できますお知らせ

新型コロナワクチン追加接種（3 回目）についてお知らせ

　町では、２月より 65 歳以上の方への 3 回目接種を開始します。初回接種（1 回目、2 回目接種）の
完了から 7 カ月以上経過した方が追加接種の対象です。今後、次の通り接種券の発送・予約を行います。

65 歳以上

時　期 内　容

1 月  19 日㈬　～
7 カ月経過した方へ接種券の発送開始

※接種可能の日（7 カ月経過した日）の約 2 週間前に順次発送します。

1 月  24 日㈪　～ 予約受付開始

2 月      1 日㈫　～ 追加（3 回目）接種開始

　　　　　　　※用意するもの
１．スマートフォン
　・マイナンバーカードが読み取れる端末
　　（NFC TypeB 対応機種）
　・iOS13.7 以上もしくは AndroidOS8.0 以上
２．マイナンバーカード（４桁の暗証番号が必要）
３．パスポート（海外用を取得する場合のみ）

スマートフォンでアプリをインストールし、
こちらの二次元コードからダウンロード

利用手順 1 利用手順 2

Android 用 iPhone 用

※ワクチンはファイザー社製、モデルナ社製の 2 種類を使用します。接種会場及び曜日により使用
するワクチンが違いますので、予約の際にお選びください。

                                                                        【問い合わせ】　町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-6065

①ワクチン接種予約専用電話　※平日 9：00 ～ 17：00
　フリーダイヤルでコールセンターに繋がります。

②栗山町ワクチン接種 web 予約ページ  
　24 時間受付で、パソコン・スマートフォンなどで予約できます。

接種予約方法
予約の際は接種券を

ご用意ください。

フリーダイヤルや予約ページなど、詳細は接種券に同封の案内チラシでご確認ください。
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元気が一番元気が一番
保健のお知らせ 【問い合わせ】町住民保健課健康推進グループ　☎ 73-2256

He
althHealt hH

ealthHealth
ea
lth

セルフメディケーションのメリット

セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当て
すること」です。日頃から自分の健康状態を把握し、生活習慣の改善に取り組むなど、健康の

維持や病気の予防・治療にあたり、軽度なケガや体調不良の時には、市販薬などを活用することも
セルフメディケーションにあたります。
　また、かかりつけの薬局や薬剤師を決めておくことにより、自分の体質や状態、症状にあったア
ドバイスを受けることができ、薬の重複や、飲み合わせによる副作用なども防ぐことができます。

セルフメディケーション税制　とは

　特定（右記マークのついた）の市販薬を年間で 12,000 円を超
えて購入した際に、超えた金額について確定申告により所得控除
を受けられるしくみです。控除上限額は 88,000 円となります。（同
一生計家族の分も含む）
※対象となる方は、所得税や住民税を納めていて、町の特定健診

やがん検診、職場健診、予防接種など健康の維持増進及び疾病
予防の取り組みをされている方です。

※確定申告の際に証明書の添付または提示が必要です。

健康管理や療養を自分自身で 
健康管理や療養を自分自身で 

このマーク
　が目印！

セルフメディケーションセルフメディケーション      
はじめてみませんか？はじめてみませんか？

１ 健康管理の習慣が
身につきます

医療機関受診の時間と手間
を減らすことができます

セルフメディケーション
税制で所得控除

医療や薬の知識が
身につきます３

通院回数が減り、
医療費増加を防止２

４

１

５

国民医療費（全国民が治療に
要した総額）の増加を防ぐこ
とができ、町民皆さんの納め
ている保険税を抑えることに
つながります。

＼ 金銭面でのメリット拡大 ／



▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
、
金
岩
和
恵
氏（
中
央
2
）の
推

せ
ん
に
つ
い
て
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
高
橋
信
氏

（
中
央
４
）、
三
上
勝
氏（
松
風
３
）の

推
せ
ん
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▼
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う

▼
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う

水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援
策
を

水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援
策
を

求
め
る
意
見
書

求
め
る
意
見
書

▼
現
下
の
米
の
需
給
環
境
に
対
す
る
緊

▼
現
下
の
米
の
需
給
環
境
に
対
す
る
緊

急
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見
書

急
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見
書

▼
燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の

▼
燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の

農
業
予
算
や
運
用
変
更
に
関
す
る
意

農
業
予
算
や
運
用
変
更
に
関
す
る
意

見
書
見
書

▼
栗
山
町
に
お
け
る
国
道
２
３
４
号
整

▼
栗
山
町
に
お
け
る
国
道
２
３
４
号
整

備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

▼
令
和

▼
令
和
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
歳
入

年
度
栗
山
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
不
認
定
に
係
る
措
置
に

歳
出
決
算
の
不
認
定
に
係
る
措
置
に

つ
い
て

つ
い
て
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▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

予
算（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
３
億
２
６
０

７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
99

億
７
０
８
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
公
営
住
宅
建
設

工
事
の
追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
６
５
６
４
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
15
億
１
９

３
３
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
内
容
は
、
保
険
給
付
費
の
追
加
等

に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
栗
山
町

水
道
施
設
管
理
委
託
業
務
の
令
和
4

議会の動き議会の動き

　　令和 3 年栗山町議会 12 月定例会議で次の令和 3 年栗山町議会 12 月定例会議で次の
議案が審議され、全て可決・同意されました。議案が審議され、全て可決・同意されました。

（12 月 14 日招集）（12 月 14 日招集）

年
度
予
算
の
限
度
額
と
し
て
、
３
８

１
７
万
円
を
追
加
す
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
栗
山
町

下
水
道
関
連
施
設
維
持
管
理
監
視
委

託
業
務
の
令
和
4
年
度
予
算
の
限
度

額
と
し
て
、
２
２
０
万
円
を
追
加
す

る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　
「
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
お
い
て
、
産
科

医
療
保
障
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
地
方

税
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
未

就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額

の
½
を
軽
減
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
関
係
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に

関
す
る
基
準
」の
一
部
改
正
に
伴
い
、

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
拡
大
す
る
た

議    

案

め
の
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の
一

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

栗
山
中
学
校
の
施
設
と
し
て
位
置
付

け
し
て
い
た
武
道
場
に
つ
い
て
、
解

体
工
事
が
完
了
し
、
施
設
を
廃
止
し

た
こ
と
か
ら
、
関
係
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

旧
継
立
中
学
校
施
設
の
活
用
に
関

し
、
校
舎
等
の
建
物
を
5
年
間
無
償

貸
付
す
る
も
の
で
す
。

　

活
用
事
業
予
定
者

活
用
事
業
予
定
者

　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
2
丁
目

　

４
番
９
号

　

株
式
会
社　

テ
ィ
ー
シ
ー
エ
イ

　

代
表
取
締
役　

柿
内　

裕
一

▼
令
和

▼
令
和
33
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第

予
算（
第
88
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
７
２
５
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
０
０
億
４
３

３
７
万
円
５
千
円
と
す
る
も
の
で
、

内
容
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
を
現
金
で
10
万
円
支
給
す
る
た

め
の
補
正
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
鳴
海

秀
樹
氏（
朝
日
4
）の
推
せ
ん
に
つ
い

て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書

報
　
告

同
意
・
諮
問

町
史
の
発
刊
を
行
い
、
そ
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
き
た
。
令
和
４
年
３
月

末
に
は
、
平
成
史
の
町
史
第
３
巻
が

発
刊
と
な
る
が
、
町
開
拓
の
歴
史
よ

り
も
さ
ら
に
前
、
ア
イ
ヌ
や
他
の
先

住
民
族
の
生
活
や
文
化
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
解
明
は

次
世
代
に
譲
り
た
い
。　
　
（
髙
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室

☎
�
７
８
２
０

１
万
３
千
年
前
の「
栗
山
町
民
」

町
の
先
住
民
族
に
つ
い
て
は
、

昭
和
32
年
に
緑
丘
遺
跡
か
ら
、
約

１
万
３
千
年
前
、
旧
石
器
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
石
器
が
見
つ
か
っ
て

い
る
。
鉄
器
を
主
に
扱
う
ア
イ
ヌ
文

化
以
前
の
生
活
様
式
が
垣
間
見
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
民
族
が
、
ど
の
よ

う
に
暮
ら
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
。

ま
た
、
北
海
道
の
先
住
民
族
と
言

え
ば
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
る
が
、
町
に

お
い
て
は
、
松
浦
武
四
郎
や
泉
麟
太

郎
の
調
査
・
開
拓
以
前
の
ア
イ
ヌ
史

は
未
調
査
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
５

年
に
桜
山
で
ア
イ
ヌ
鍬く
わ
が
た形
が
７
個

出
土
（
国
重
要
文
化
財
指
定
。
そ
の

後
、
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
よ
り

指
定
解
除
）
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期

の
松
前
藩
家
老
で
、
画
家
と
し
て
も

高
名
な
蠣か
き
ざ
き
は
き
ょ
う

崎
波
響
の「
夷い
し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
」に

も
、
ア
イ
ヌ
鍬
形
を
手
に
し
た
長お
さ

の

人
物
画
が
描
か
れ
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
風
俗
を
象
徴
す
る
宝
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は

分
か
っ
て
い
な
い
。

町
で
は「
開
村
」「
開
基
」「
開
拓
」の

節
目
節
目
に
、
記
念
式
典
の
実
施
や

こんにちは！ 町史編さん室ですこんにちは！ 町史編さん室ですNo.65

アイヌ鍬形（蝦夷漫画より）

　

遊
休
財
産
（
現
在
使
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
使
用
す
る
予
定
の
な
い
財
産
）
と

な
っ
て
い
る
不
動
産
を
売
却
し
ま
す
。

■
公
売
物
件

　

土
地
付
建
物
（
旧
職
員
住
宅
）

■
所
在
地

　

松
風
３
丁
目
２
６
１
番
地

○
住
　
宅
（
木
造
２
階
建
）

・
建
築
年　

昭
和
40
年
（
未
登
記
）

・
床
面
積　

９
６
・
０
５
㎡

○
物
　
置
（
木
造
）

・
建
築
年　

不
明
（
未
登
記
）

・
床
面
積　

６
・
６
２
㎡

○
土
　
地

・
地　

目　

宅
地

・
地

籍

　

２
６
５
・
０
８
㎡
（
公
簿
面
積
）

※
用
地
確
定
の
測
量
は
落
札
後
に
実
施

予
定
で
す
。

■
入
札
日
時
お
よ
び
方
法

・
日
　
時
　
２
月
15
日
㈫

・
場
　
所

　

役
場
新
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

・
保
証
金

見
積
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
の

保
証
金

■
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

旧
職
員
住
宅
を
公
売
し
ま
す

南大通り

JA そらち南玉ねぎ
集出荷貯蔵庫

旧職員住宅

【付近見取り図】

役
場
車
庫

役
場
防
災
倉
庫

役場

中
央
通
り



安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

今月の暮らし今月の暮らし

1111 広報くりやま　2022. 1 10102022. 1　広報くりやま      

冬
道
の
安
全
運
転
５
則
を
守
ろ
う
！

　

い
よ
い
よ
冬
の
本
番
。
ま
す
ま
す
寒

さ
が
厳
し
く
な
り
、
雪
の
降
る
量
も
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。
積
雪
、
ホ
ワ
イ
ト

ア
ウ
ト
、
凍
結
な
ど
、
刻
々
と
変
化
す

る
冬
道
に
潜
む
危
険
か
ら
身
を
守
る
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
型
の
交
通
事
故
は
「
ス
リ
ッ
プ
」

に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約
８
割
を
占

め
、
ま
た
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
く
発
生

す
る
の
は
、
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃

か
ら
マ
イ
ナ
ス
２
℃
の
時
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

雪
道
で
は
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も

思
っ
た
よ
う
に
止
ま
れ
な
か
っ
た
り
、

急
発
進
や
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル

の
操
作
を
行
う
と
車
が
左
右
に
振
ら
れ

る
な
ど
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
急
」
が
つ
く
行
動
は
絶
対
に
せ
ず
、

ア
ク
セ
ル
は
徐
々
に
踏
み
込
ん
で
ゆ
っ

く
り
発
進
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、
慎

重
か
つ
早
め
の
操
作
を
心
掛
け
、
余
裕

を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

冬
道
安
全
５
則

①
ス
ピ
ー
ド
は
夏
場
よ
り
10
キ
ロ
以
上

減
速
！

②
車
間
距
離
は
路
面
乾
燥
時
の
２
倍
以

上
確
保
！

③
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
は
禁
物
！

④
視
界
不
良
時
は
前
方
を
よ
く
見
て
、

早
め
に
徐
行
！

⑤
無
理
な
追
い
越
し
は
禁
物
！

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の
暗
い
時
間
帯
で

は
、
歩
行
者
は
車
の
運
転
手
か
ら
見
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
服
装
、
反
射
材
、
懐
中
電
灯

な
ど
を
活
用
し
て
、
自
分
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

緊
急
通
報
は
１
１
０
番

相
談
電
話
は
「
＃
９
１
１
０
」
に
！

　

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
要
件
・
事
故

な
ど
を
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報
す
る
た

め
の
緊
急
電
話
で
す
。

○
１
１
０
番
に
か
け
た
場
合
、
警
察
官

が
事
件
・
事
故
の
内
容
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌
て
ず

落
ち
着
い
て
、
正
し
く
答
え
て
く
だ

さ
い
。

○
警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る

よ
う
、
現
場
の
住
所
や
付
近
の
目
標

と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

○
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
に
か
け
た
場

合
、
車
で
の
移
動
中
や
歩
き
な
が
ら

の
通
報
は
、
通
話
が
途
切
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
け
出
、
諸
手

続
き
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
の
電

話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
や
警
察
業
務
に
関
す

る
意
見
・
要
望
は
、
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
９
１
１
０
」
の
警
察
相
談
専
用

電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
警
察
署

☎
�
０
１
１
０

11 月月 3131 日（月）日（月）

※納税が困難な場合は、申請により徴収の猶予が
できますので収納グループにご相談ください。町税納期限町税納期限

納 税 な ど の 相 談納 税 な ど の 相 談
町税務課収納グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 6町税務課課税グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 5

課税内容の問い合わせ課税内容の問い合わせ

コンビニ・スマートフォン
で納付ができます後期高齢者医療保険料⑦期

介護保険料⑦期

国民健康保険税⑦期 }

ご
み
分
別
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

悪
天
候
の
日
に
は
、
な
る
べ
く
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

大
雪
や
吹
雪
な
ど
の
悪
天
候
の
日

は
、
視
界
不
良
や
悪
路
に
よ
り
ご
み

収
集
が
大
幅
に
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。安
全
に
ご
み
収
集
を
行
う
た
め
、

悪
天
候
の
日
は
可
能
な
限
り
ご
み
の
排

出
を
控
え
、
次
回
収
集
日
に
排
出
す
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
紙
な
ど
の
紙
類
や
衣
類

は
資
源
物
と
し
て
売
却
し
て
い
ま
す
。

雪
で
濡
れ
る
と
売
却
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
天
候
を
考
慮
し
た
排
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

鳥
獣
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

冬
期
間
は
カ
ラ
ス
や
小
動
物
の
え
さ

が
少
な
く
、
生
ご
み
が
荒
ら
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご
み
が
散
乱
す

る
と
、
ご
み
収
集
に
た
い
へ
ん
支
障
を

き
た
し
ま
す
の
で
、
各
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
下
記
の

よ
う
な
対
策
を
推
奨
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
排
出
時
間
や
曜
日
を

守
る
こ
と
も
鳥
獣
対
策
に
な
る
の
で
、

家
庭
ご
み
の
「
分
け
方
・
出
し
方
」
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
の
場
合

①
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば
し
が
通
ら
な
い
程

度
の
網
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
を
使
用

②
排
出
し
た
ご
み
が
は
み
出
さ
な
い
よ

う
に
、
全
体
を
包
む
よ
う
に
覆
う

③
鎖
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

で
お
も
り
を
付
け
、
風
に
よ
る
あ
お

り
や
、
カ
ラ
ス
が
ネ
ッ
ト
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
を
防
ぐ

○
金
属
製
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
衣
装
ケ
ー
ス
や
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
設
置

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
下
部
や
側
面

に
板
を
張
る

　

不
適
正
物
の
中
で
分
別
を
間
違
い
や

す
い
ご
み
の
例
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。
安
定
し
た
ご
み
処
理
の
た
め
に

は
、
ご
家
庭
で
の
適
正
な
分
別
が
非
常

に
重
要
で
す
。
正
し
い
分
別
方
法
に
つ

い
て
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

種類 間違い（混入物）の内容 正しい出し方

①生ごみ（オレンジ色）
※生ごみ以外は入れないでください。

食品パックのまま パックは洗浄し④青色袋へ

レジ袋混入 洗浄し④青色袋へ

水切りネット混入 洗浄し③緑色袋へ

②炭にできるごみ（茶色）
※燃えるごみと判断しないでください。

シュレッダー紙 ⑥黒色袋へ

輪ゴム・運動靴 ③緑色袋へ

葉・落ち葉 ③緑色袋（他のごみは混ぜない）へ

③炭にできないごみ（緑色）
※その他ごみと判断しないでください。

家電製品・針金ハンガー ⑥黒色袋へ

ガラスコップ・陶器茶碗 公共施設回収ボックスへ

電池・電球・蛍光管 公共施設回収ボックスへ

④プラスチック類（青色）
※プラマークが目印です。
　洗浄してください。

保冷剤・カイロ ③緑色袋へ

プラスチックハンガー・歯ブラシ・スポンジ ③緑色袋へ

食べ残しプラ容器 プラ容器は洗浄し④青色袋へ
生ごみは①オレンジ袋へ

⑤缶・びん・ペットボトル（赤色）
※中身を取り除き、洗浄してください。

食用油などのプラボトル 洗浄し④青色袋へ

びんの金属キャップ ⑥黒色袋へ

中身の残った化粧品びん・塗料缶 洗浄して⑤赤色袋へ

⑥資源（黒色）
※鉄金属・雑紙・わりばし以外のものを
　混ぜないでください。

ティッシュペーパー ②茶色袋へ

箸（木製） ②茶色袋へ

質の悪い紙 ②茶色袋へ

【表】分別を間違いやすいごみの例

冬
期
間
の
ご
み
収
集

適
正
分
別
を
お
願
い
し
ま
す



酒造りの無事を祈願
小林酒造祈醸祭

小林酒造株式会社で11月18日、蔵人の安全と
おいしい酒の完成を祈願する祈醸祭が行わ

れました。空知管内12神社合同の神事とし、今
年は夕張神社の手塚整輝宮司など3人の宮司が代
表して執り行い、小林米三郎社長をはじめ関係職
員らが参列。今季の酒造りの成功と安全を祈りま
した。仕込み作業は3月下旬まで続きます。

町内保育施設で新米をプレゼント
JAそらち南青年部

継立小学校の窓ガラスを清掃
武ダ技研創株式会社が奉仕活動

武ダ技研創株式会社（札幌市）の社員 4 人が、
12 月 3 日、継立小学校の窓ガラス清掃を行

いました。同社はポンアノロ川の河川整備業務を
担当しており、社会貢献の一環として、今回の奉
仕活動を実施。校舎前面と側面の窓は長柄のブラ
シで磨かれ、2 階の窓は高所作業車により細かく
位置を調整しながら清掃されました。
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp 栗山町 検索栗山町 検索 町ホームページ
のＱＲコード

体験学習の成果を発表
ふるさとキャリア教育体験発表会

ふるさとキャリア教育体験発表会が 11 月 27
日、総合福祉センター「しゃるる」で行わ

れました。町内の小中学生が、体験学習で学んだ
栗山の魅力をリモートで発表。角田小学校児童は

「私たちも、町の自然を守る取り組みに参加した
いです」と話していました。また、栗高生が栗山
の環境保全について発表したほか、町内 4 つの
企業・事業所が、それぞれの業務を紹介しました。

JAそらち南青年部が町内保育施設を訪問し、新
米をプレゼントしました。子どもたちの農業

への理解向上や地産地消などが目的。「ゆめぴり
か」など約430kgの新米が用意され、11月26日に
栗山いちい認定こども園・継立まつば保育園・マ
ロンキッズ保育園、11月30日に栗山めぐみこど
も園の園児たちに贈呈されました。配布された新
米は、園の給食に使用される予定です。

クリスマスにオリジナルの飾りを
クリスマスワークショップinあさひ工房

正月に向けて準備開始
しめ飾り清祓い式

絵本を通じてトラックに親しみを
札幌地区トラック協会が絵本を寄贈

一般社団法人 札幌地区トラック協会が町内
の施設に絵本を寄贈しました。同協会は毎

年、町に絵本を寄贈していて今年で6回目。12月
7日、同協会の工藤英人支部長と藤本光春事務局
長が吉田政和教育長に手渡しました。寄贈された
のは札幌市在住の絵本作家そらさん作の「ラン
ディーとクレアのはなびまつり」。絵本は福祉施
設や図書館など全12施設に贈られます。

町内の生花店「花と緑の部屋 たかはしダリ
ア」の本店倉庫で12月13日、正月用しめ飾

りの清
きよはら

祓い式が行われました。新年を迎える準備
を始める日である、同日の正月事始めを前に行わ
れる恒例行事。玄関用の「玉ジメ」、神棚用の
「宝船」など、約40種類、4000点以上のしめ飾
りが並べられ、御祓いを受けました。

ガラポン抽選会も盛り上げる
コミュニティ放送局開設PRイベント

コミュニティ放送局開設のPRイベントが12月
15・16日、まちの駅「栗夢プラザ」で行わ

れました。地域おこし協力隊の深澤雅一隊員が
パーソナリティーを務め、トークやギターの生演
奏を実施。「コミュニティ放送局の開設に向け
て、よろしくお願いします」と呼びかけました。
また、会場では駅前商店街のガラポン抽選会も開
催され、深澤隊員も抽選会を盛り上げました。

クリスマスオーナメント（クリスマスの飾
り）づくりを体験するワークショップが12

月17日、ファブラボ栗山β
ベータ

（あさひ工房内）で
行われました。参加者が紙に絵を描き、スタッ
フの地域おこし協力隊員がUVプリンターで木板
に印刷して、世界に一つだけのオーナメントが
完成。家族4人で参加したセグレタン・バティス
さんは「H

ハッピー
APPY！」と話していました。



という名の家族という名の家族

子どもがキラキラ育つまち子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　【問い合わせ】　
　町福祉課　町福祉課
　福祉・子育てグループ　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222　☎ 73-2222
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だより栗山公園
令和 4 年 1 月号 Vol.166

冬のなかよし動物園

　2022 年がスタートしました！今年は明るいニュースがたくさ
んあるといいですね。
　冬も元気な動物たち。大きい子たちの朝ご飯の様子です。しっ
かり食べて、たくさん動いて、ぐっすり眠る。健康維持の基本
ですね。動物たちから教えられる朝となりました。
　皆さんもお身体を大事にお過ごしください。春にまた、元気
にお会いできますよう、寒い冬を乗り切りたいと思います！
　本年もよろしくお願いします。

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者
　株式会社たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop

子育て世代包括支援センター
　令和 3 年 4 月から子育て支援センター「スキップ」内でスタートしたのが「子育て世代包括支援セ
ンター」です。子育てに関して、悩みや心配ごとがありましたらご相談ください。

・母子健康手帳の交付
・妊婦健診受診票の交付
・産婦健診受診票
・支援プラン作成　
・パパママクラス　ほか

栗山公園の最新情報はこちら
★栗山公園オフィシャル
　ホームページ

http://t-daria.com/parktop
★栗山公園オフィシャルブログ

http://ameblo.jp/kuriyamap
ark

★栗山公園facebook
https://www.facebook.com/
kuriyamakouen/

★栗山公園メルマガ
http://t-daria.com/parktop/
contact.html#magazine

◆日　時　平日（年末年始を除く）　8：30 ～ 17：00
◆問い合わせ　町子育て支援センター「スキップ」内　☎ 72-1280

・赤ちゃん訪問
・産後ケア事業
・離乳食講座　ほか

・乳幼児健診
・4･5歳児健康相談
・乳幼児栄養相談　
・保育園・こども園情報

ほか

妊娠期 産後期 子育て期

子育てを切れ目なく支援します。

　身長・体重計
測もしますので
母子手帳をご持
参ください。
　ゆっくり話し
たいママに寄り
添 い な が ら サ
ポートします。

　

【日　時】　1 月 19 日㈬　13：30 ～ 14：30
【場　所】　カルチャープラザ「Eki」研修室Ａ
【問い合わせ】

ガーデンハウスくりやま（朝日4）　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェを開設を開設を開設を開設を開設

【独立行政法人国民生活センターの事例より】　
事例 1　 「3 万円の還付金がある」と市役所を名乗る電話があり、口座のある銀行名を聞かれ答

えた。その後、その銀行を名乗り「新型コロナの影響で 65 歳以上は銀行に入れないの
で、ショッピングセンターの ATM に行くように」と電話があった。不審だ。

　　　　（60 歳代女性）

【消費者へのアドバイス】
●役場などの公的機関や金融機関の職員が、還付金手続きのために ATM の操作をするよ

う連絡することは絶対にありません。
●「お金が返ってくるので、ATM に行くように」という電話があったら還付金詐欺です。

相手にせず、すぐに電話を切ってください。
●新型コロナを口実にして ATM へ誘導する手口もみられます。心当たりがあっても、指

示された番号には電話せず、役場の保険料の担当部署などに確認してください。

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

ですですですです消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室

新型コロナを口実に
ATMへ誘導する還付金詐欺！

※新型コロナウイルスの感染予防のため、徹
底した感染対策の上で実施していることか
ら、コーヒーを楽しむカフェは当面の間、
休止させていただきます。また、感染状況
により中止となる場合もありますのでご了
承願います。

※事前申し込み制としますので、参加を希望
する場合は、左記問い合わせ先に申し込み
ください。

　１月のテーマは「キャンドル作り」～手先
を使って認知症予防しませんか？～です。手
先を使って物作りを行うことは、脳が活性化
されて認知症予防になると言われています。
　作品のできあがりをイメージしながら、自
分だけの素敵なオリジナルキャンドルを作っ
てみませんか？作業も簡単ですので、ぜひご
参加いただき、キャンドルの癒し効果をお試
しください。

事例 2　役場を名乗る電話があり「介護保険料の返金がある。新
型コロナの影響で返金期限が早まり、手続きは本日ま
でだ。携帯電話と通帳を持って銀行の ATM へ行き、指
定の電話番号に電話して指示どおり操作するように」と
言われたが、詐欺ではないか。（60 歳代女性）

　オレンジカフェでは、心配な事や気になる
事、話を聞いて欲しいなど色々な相談を随時
お受けしますので、気軽にお越しください。
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◆
１
月
の
開
設
日

　

１
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭
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後
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時
15
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後
７
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受
付
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町
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ど
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替
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さ
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て
い
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方
に
、
毎
年
１
回
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入
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今
後
は
、
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貯
金
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よ
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回
の
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第
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（
５
人
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）

◆
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２
月
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㈰
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集

相

談

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時

　

1
月
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日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

く
ら
し

北方領土北方領土の日の日

北方領土返還の早期実現を北方領土返還の早期実現を

【問い合わせ】町総務課総務グループ   ☎ 72-1111

２月７日は １月 21 日㈮から２
月 18 日㈮まで、役
場旧庁舎ロビーに署
名コーナーを設置し
ます。

陸・海・空　自衛官募集

自衛隊札幌地本キャラクター
羊の「モコ」ちゃん

【問い合わせ】札幌地方協力本部恵庭地域事務所
  ☎ 0123-34-5438

※現在 32 歳の方は生年月日により応募の可否が変わります。
　また、採用数が規定に達した場合、試験が中止になることもあります。

　　
【対　象】18 歳～ 32 歳（男女）
【受　付】1 月 21 日㈮まで
【試験日】1 月 28 日㈮、29 日㈯（いずれか 1 日）

第 6 回自衛官候補生採用試験第 6 回自衛官候補生採用試験
【対　象】  18 歳～ 32 歳（男女）
【受　付】2 月 10 日㈭まで
【試験日】2 月 20 日㈰、21 日㈪

　　　　（いずれか 1 日）

第 7 回自衛官候補生採用試験第 7 回自衛官候補生採用試験

◆
場　

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

中
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の
町
内
在
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は
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方
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円
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を
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㈫

の
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後
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時
か
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ー
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行
い
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参
加
必
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）
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月
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　学生の方や収入が少なく保険料の納付が困
難な方には、支払いの猶予制度があります。

~ ２０歳になったら国民年金 ~
学生納付特例制度 & 納付猶予制度

国 民 年 金 みんなの

水 道水 道

【問い合わせ】町上下水道課　☎ 73-7514

　毎月の検針の際にお届けし
ているお知らせには使用水量・
料金の他、水量の増大、減少、
漏水の疑いがある場合、町から
のお知らせが書かれています。
　水道トラブルの早期発見に
もつながりますので、必ず毎月
ご確認ください。

出初めはしごのり
出初め式 医療機関医療機関 12/30 ～ 1/3 1/4 1/5 ～

 栗山赤十字病院
 ☎ 72-1015

休　診

通常診療 通常診療

 梶整形外科医院
 ☎ 72-0058 午前診療 通常診療

 板垣医院
 ☎ 72-0250

午前診療
（～ 13：30) 通常診療

 長岡医院
 ☎ 72-1171 午前診療 通常診療

 つぎたてクリニッ
 ク ☎ 77-2277 通常診療 通常診療

 にしみこどもクリ
 ニック☎ 73-3666

休　診
通常診療

 栗山さいとう眼科
 ☎ 72-4146 通常診療

 学生納付特例制度 学生納付特例制度

　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び
配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。

【問い合わせ】
   町住民保健課国保グループ　☎ 73-7508

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校および各種学校（修業年
限 1 年以上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方が対象です。

 納付猶予制度 納付猶予制度

１６㈭

出初めはしごのり　9：20 ～出初めはしごのり　9：20 ～
9：209：20 ～～　元中西外科医院　元中西外科医院 ( 餅まき )( 餅まき )
9：35 ～　三勝前9：35 ～　三勝前
9：45 ～　9：45 ～　K.KITANO・元岡嶋商店前K.KITANO・元岡嶋商店前  ( 餅まき )( 餅まき )

10：00 ～　幸寿恵前10：00 ～　幸寿恵前
10：20 ～　元２区駐車場10：20 ～　元２区駐車場
10：30 ～　10：30 ～　ストアーやまかね東側 ストアーやまかね東側 ( 餅まき )( 餅まき )
10：50 ～　山崎建設・石田鉄工所前10：50 ～　山崎建設・石田鉄工所前
11：00 ～　役場前11：00 ～　役場前 ( 餅まき )( 餅まき )
11：15 ～　11：15 ～　栗山いちい認定こども園前栗山いちい認定こども園前

　         　         ※時間は前後する場合があります。※時間は前後する場合があります。

出初め式出初め式　13：00 ～　13：00 ～
【行　進】  　栗山消防団庁舎前～駅前通り【行　進】  　栗山消防団庁舎前～駅前通り
【式　典】　  カルチャープラザ「Eki」【式　典】　  カルチャープラザ「Eki」

＼ 確認していますか？／＼ 確認していますか？／

水道・下水道ご使用のお知らせ水道・下水道ご使用のお知らせ

  水道トラブル早期発見のきっかけに水道トラブル早期発見のきっかけに!

  広告

年末年始の町内診察体制 年末年始の町内診察体制 

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

相
　
談

【問い合わせ】　【問い合わせ】　南空知消防組合　南空知消防組合　  ☎ 72-0150☎ 72-0150

【問い合わせ】栗山観光協会　☎ 72-6262

駅前ロータリーをご利用の皆さんへ

バスの通行に支障を
きたしますので、黒
塗りスペース以外の
駐停車はご遠慮くだ
さい。

栗山駅
 乗り場
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マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

図
書
館
へ
行
こ
う
‼

楽
し
く
体
験
!!

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

　

北
海
道
の
風
景
な
ど
を
描
い
た
銅
版

画
24
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
　
間

　
1
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

◆
時
　
間

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
場
　
所
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
入
場
料　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
1
1
1
7

「                     」「                     」

　

手
軽
な
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
体
操
で
、
冬
の
運
動
不
足
解
消

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
日
　
時

1
月
18
日
㈫
、
2
月
22
日
㈫
、
3
月

22
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場
　
所　

　

南
部
公
民
館

◆
参
加
料　
1
回
2
０
０
円

◆
講
　
師

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

大
場　

杏
さ
ん

◆
定
　
員　
12
人

◆
持
ち
物

　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
申
込
期
限　
1
月
16
日
㈰

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

地
域
い
き
い
き
交
流
事
業

「
お
手
軽
ス
ト
レ
ッ
チ
」

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
図
書
館　

☎
�
６
０
５
５

　

栗
山
町
図
書
館
く
り
く
り
号
は
年

始
の
休
館
の
た
め
一
部
変
則
運
行
し

ま
す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】

　

栗
山
め
ぐ
み
こ
ど
も
園
↓
雨
煙
別
消

　

防
署
↓
し
ゃ
る
る
↓
角
田
小
学
校
↓

　

桜
山
自
然
の
家

 

・
巡
回
日　

1
月
第
1
・
3
金
曜
日

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

　

工
業
団
地
↓
日
出
生
活
館
↓
継
立
ま

　

つ
ば
保
育
園
↓
継
立
小
学
校
↓
御
園

　

公
民
館

 

・
巡
回
日　

1
月
第
2
・
4
金
曜
日

※
１
月
14
日
㈮
は
、
継
立
小
学
校
に
は

　

停
車
し
ま
せ
ん
。

【
C
コ
ー
ス
】　
マ
ロ
ン
キ
ッ
ズ
保
育
園

 

・
巡
回
日　

1
月
第
2
・
4
水
曜
日

【
栗
小
コ
ー
ス
】

　

し
ゃ
る
る
↓
栗
山
小
学
校

 

・
巡
回
日　

1
月
第
2
・
4
木
曜
日

※
1
月
13
日
㈭
は
、
栗
山
小
学
校
に
は

　

停
車
し
ま
せ
ん
。

く
り
く
り
号
巡
回
日
の
お
知
ら
せ

「清水 敦　版画展」 開催 !!「清水 敦　版画展」 開催 !!

「
版
に
刻
ま
れ
た
美
」

昨年の様子

※
詳
し
く
は
町
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

清
水
敦
版
画
展

学校閉庁日のお知らせ学校閉庁日のお知らせ

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信VOL.53

野
鳥
観
察
会
の
お
知
ら
せ

野
鳥
観
察
会
の
お
知
ら
せ

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　
　
　

　
　
　

11
月
の
見
ど
こ
ろ

月
の
見
ど
こ
ろ

冬
の
里
山
雪
遊
び

冬
の
里
山
雪
遊
び

　
　
　

里
山
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク

　
　
　

里
山
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク

　

御
大
師
山
を
舞
台
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
森
の
中
を
探
検
し
ま
す
。

　

森
の
中
で
の
お
や
つ
タ
イ
ム
「
里
山

カ
フ
ェ
」
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
　
時

　

1
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
半

冬の渡り鳥オジロワシ
等身大パネル

　

12
月
中
旬
か
ら
4
月
の
放
流
に
向
け

て
サ
ケ
を
卵
か
ら
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

1
月
頃
に
は
卵
か
ら
孵
化
し
、
お
な

か
に
栄
養
袋
を
つ
け
て
元
気
に
泳
ぎ

ま
す
。
こ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
こ
の
時
期
だ
け
で
す
の
で
、
お
見

逃
し
な
く
！

　

ま
た
、
冬
の
渡
り
鳥
展
示
を
4
月
28

日
㈭
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
栗
山

町
で
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
鳥
の

写
真
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
3
０
０
０

◆
場
　
所　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
集
合

◆
対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
3
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
定
　
員　
20
人

◆
参
加
料　
1
５
０
０
円　

◆
持
ち
物　
リ
ュ
ッ
ク
、
防
寒
具
、
手

袋
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
申
込
期
限　
1
月
29
日
㈯

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

N
P
O
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６　

サケの稚魚

　町教育委員会では、北海道教育委員会が策定した「学校における働き方改革北海道アクション
プラン」をもとに、教職員の勤務の特性や現状を考慮し、学校閉庁日を次のように定めています。
学校閉庁日
　〇冬休み期間中の 6 日間 (12 月 29 日㈬～ 1 月 3 日㈪ )  
　〇緊急連絡
　　12 月 29 日㈬ ～ 12 月 30 日㈭　町教育委員会　☎ 72-1117
　　12 月 31 日㈮ ～ 町役場1 月 3 日㈪ ☎ 72-1111

　

野
鳥
愛
好
会
お
っ
鳥
ク
ラ
ブ
に
よ
る

観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　

1
月
15
日
㈯
～
3
月
19
日
㈯

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場
　
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

◆
参
加
料　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
3
０
０
０

野鳥観察ができるバードテーブル
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ク
シ
ョ
ッ
プ
」や「
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
作
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
緒
に
も
の
づ
く
り
で
き
る

場
を
作
り
た
い
と
思
い
「
女
子
Ｆフ
ァａ

部ブ

」
と
い
う
同
好
会
を
個
人
的
に
立

ち
上
げ
て
、
仲
間
と
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
で
毎
週
開
催
し
て
い

る「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」で
は
、
皆
さ
ん

の「
作
り
た
い
」を
形
に
す
る
お
手
伝

い
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
誰
も
が
楽
し
く
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
場
を
提
供
す
る
べ

く
、日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
β
」に
遊
び

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.65
　
町
民
の
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
（
も
の
づ
く
り
Ｄ

Ｉ
Ｙ
工
房
運
営
支
援
員
）
の
塩
脇
く

る
み
で
す
。
令
和
３
年
10
月
に
町
へ

移
住
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
北
海
道

の
寒
さ
に
慣
れ
ず
、
野
菜
や
魚
の
美

味
し
さ
に
感
動
し
な
が
ら
日
々
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
私
の
担
当
と
し
て
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
あ
さ
ひ
工
房

内
で
試
行
運
営
中
の
「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ

栗
山
β
」
で
、
も
の
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
映
像

デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
制
作
を
し
て
い
ま

し
た
。
か
ね
て
よ
り
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
分
野
な
の
で
、
毎
日

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
内
容
は
ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
く
、
聞
こ
え
て
来
る

の
は「
敷
居
が
高
い
」「
何
を
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
」「
作
り
た
い
物

が
な
い
」と
言
っ
た
ご
意
見
で
し
た
。

私
自
身
、
敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
い

た
部
分
は
あ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん

に
簡
単
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
「
小
学
生
向
け
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー

「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
βベ
ー
タ」で
、も
の
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

東
京
の
日
本
社
会
事
業
大
学
３
年
次

編
入
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
専
門
学

校
を
経
由
す
る
こ
と
で
、
大
学
卒
業
時

に
多
く
の
資
格
を
取
得
し
、
学
費
が
安

く
抑
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
は
２
年
後
に

介
護
福
祉
士
と
社
会
福
祉
士
の
二
つ
の

国
家
資
格
を
取
得
し
、
就
職
活
動
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

栗
山
で
は
介
護
の
学
び
を
通
し
、
人

の
可
能
性
を
信
じ
る
本
人
主
体
の
支
援

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
学
び
を
土
台
と

し
て
、
大
学
で
は
地
域
福
祉
を
学
び
、

卒
業
後
は
地
元
に
戻
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
関
わ
り
た
い
で
す
。

　

栗
山
で
の
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
夢
が
広
が
り
ま

し
た
。
大
学
に
進
学
で
き
る
の
は
、
家

族
、先
生
方
、仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
励
み
ま
す
。

二
つ
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
！

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
　
２
年

千
葉
　
奏
人
さ
ん（
岩
見
沢
緑
陵
高
校
卒
業
）

栗山学び隊
たい

 Vol.19 介護福祉学校と栗山高校の学生ライフをお届けします

合
同
練
習
で
の
出
会
い
に
感
謝

栗
山
高
等
学
校
　
２
年

工
藤
　
恋
美
さ
ん（
栗
山
中
学
校
卒
業
）

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
２
年
生
２
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
高
体
連
で

は
、
初
め
て
ダ
ブ
ル
ス
で
全
道
に
出
場

し
ま
し
た
。
中
学
で
は
軟
式
テ
ニ
ス
を

経
験
し
て
い
ま
し
た
が
、
硬
式
と
軟
式

で
は
ボ
ー
ル
も
ラ
ケ
ッ
ト
も
違
う
の

で
、
慣
れ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

部
員
が
少
人
数
の
た
め
、
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
組
む
の
が
大
変
な
の
で
す

が
、
全
道
大
会
で
は
札
幌
の
高
校
と
の

合
同
練
習
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
知
ら
な
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
基
礎
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
目
標
を
見
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
以
外
の

高
校
と
も
月
に
１
、２
回
合
同
練
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
で
は
で
き
な
い
練
習
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
合
同
練
習
で
き
る
こ

と
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
努
力
は
い

ず
れ
結
果
に
な
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら

も
出
会
い
に
感
謝
し
て
頑
張
り
ま
す
。

ファブラボ栗山βのウェブ
サイトもご確認ください。
https://fablabkuriyama.jp

【期　間】1 月 11 日㈫～ 3 月 25 日㈮
【場　所】スポーツセンター
【対　象】20 歳以上の町民
【定　員】各 25 人
【受講料】各教室 1,000 円（入館料含む）
【保険料】1,850 円（任意加入）

【申込方法】スポーツセンター窓口で申込用紙に
必要事項を記入し、受講料を添えて提出

【申込期間】【申込期間】11 月 6月 6 日㈭ 午前 9 時より窓口受付開始
※印鑑を持参してください。

【問い合わせ】スポーツセンター　☎ 72-6161

スポーツセンター教室スポーツセンター教室スポーツセンター教室スポーツセンター教室

マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

バランスボールピラティス
【日 時】　毎週火曜日　全 10 回

 1 月 11 日㈫～ 3 月 15 日㈫　13：30 ～ 14：30
【内　容】

　バランスボールだけではなく、ラダーなども活用
したさまざまな運動に取り組んでいます。

健康ストレッチヨーガ教室
【日 時】 　1 月 11 日㈫、18 日㈫　11：00 ～ 12：30

※毎月日時が変動するので受付で確認してください。
【内　容】　

　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室、ゆっ
たりと体をほぐしてみませんか？

すこやかストレッチ
【日 時】　毎週金曜日　全 10 回

 1 月 14 日㈮～ 3 月 25 日㈮　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　健康増進のためのストレッチ教室。体力に自信の
ない方にオススメです。

ソフトエアロビクス
【日 時】　毎週木曜日　全 7 回

 1 月 13 日㈭～2 月 24 日㈭　13：00 ～ 14：00
【内　容】

　エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室です。

ピラティス教室（夜間の部）
【日 時】　毎月第 2、4 木曜日

１月 13 日㈭～ 3 月 24 日㈭　19：00 ～20：30
【内　容】　

　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわせ
た教室。インナーマッスルのエクササイズです。

令和４年度以降の成人式について令和４年度以降の成人式について
　令和 4 年 4 月 1 日以降、成人年齢が 20 歳か
ら 18 歳に引き下げられるため、令和 4 年度以
降に開催される成人式の対象年齢などについて
検討した結果、栗山町では引き続き 20 歳を対
象として成人式を開催することとなりました。
◆対象年齢　その年度に 20 歳になる方
◆開催日　成人の日の前日
◆会　場　カルチャープラザ「Eki」

◎式典名称について
　成人が 18 歳となることから、これまで「成
人式」としている名称をふさわしいものに変更
するために引き続き検討していきます。

【問い合わせ】　教育委員会社会教育課
　　　　　　　☎ 72-1117
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Kuriyama town
11 月 15 日～ 12 月 16 日届出

戸籍のまど ご厚意

人のうごき
※11月30日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　11,322人　
　男　　 5,267人
    女　   6,055人　
世帯数　　  5,784世帯

（－15）
（－9）
（－6）
（－15）

令和 3（2021）年度令和 3（2021）年度
栗山町ふるさと応援寄附金栗山町ふるさと応援寄附金
令和 3 年 4 月 1 日から令和 3 年 11 月 30 日までの総数　6,736 件

142,609,800142,609,800 円円
【問い合わせ】【問い合わせ】

　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

泉徳苑・一草庵へ

物　品
カインドネスシオミ薬品（松風 3）

空知花き生産組合コポロの会

町へ

金一封
（総務寄附金） 松原　正和さん（松風 3）

物　品 札幌地区トラック協会南空知支部

▼
今
月
の
表
紙
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
の

取
材
に
行
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
席
を
並
べ
て
対
面
で
食
べ
る

様
子
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
給
食
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
は
何
年
た
っ
て
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
私
の
分
の
給
食
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
腹
い
っ
ぱ
い

の
笑
顔
を
楽
し
く
カ
メ
ラ
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
）

▼
あ
さ
ひ
工
房
の
ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
材
し
、
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
の
絵
を
描
く
際
、
雪
だ

る
ま
を
描
こ
う
と
し
て
失
敗
。「
帽
子

を
被
っ
た
大
福
」
と
形
容
す
べ
き
モ

ノ
に
な
り
ま
し
た
。
絵
心
を
身
に
付

け
て
出
直
し
て
参
り
ま
す
。　
（
佐
藤
）

▼
栗
山
町
で
初
め
て
冬
を
過
ご
し
ま

す
が
、
全
く
攻
略
で
き
ま
せ
ん
。
早

い
時
期
に
雪
が
降
っ
た
り
想
像
以
上

に
寒
か
っ
た
り
と
、
毎
日
ス
ト
ー
ブ

が
手
放
せ
ま
せ
ん
。
水
道
が
凍
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
雪
で
歩
道

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
な
ど
心
配
事
が
増
え
て
き
ま
す
が
、

工
夫
し
て
冬
を
乗
り
切
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 （
細
川
）

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

住所 氏名 月日 保護者名

松風 4 大日方瑠莉 11/10 政彰・杏奈
角 田 飯島　悠陽 11/14 拓也・桜花
桜 山 藤島　永喜 11/15 亜希朗・梨紗
朝日 4 神林　信我 11/17 信平・明希
松風 3 森下　瑚都 11/18 凌・愛以
湯 地 河田　櫂斗 11/29 直樹・里美
旭 台 廣岡　玖美 12/6 裕樹・奈美
御 園 田中　至織 12/7 尋・彩

おめでた （敬称略）

社会福祉協議会へ

物　品

㈲利国商店セブンイレブン栗山松
風店（松風 3）

北海道コカ・コーラボトリング株
式会社（岩見沢）

くりのさとへ

物　品 傾聴ボランティア「虹」（日原富士子
会長）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

中央 2 佐藤　菊江 91 11/18 本人
桜丘 1 三田キヨミ 88 11/19 本人
杵 臼 井上　友子 89 11/19 本人
継 立 三田　要松 90 11/19 本人
中央 2 得地　明子 84 11/26 有
中 里 森居　靖子 92 11/30 哲雄
杵 臼 小幡　　馨 95 12/2 本人
朝日 4 阿部　靜子 90 12/3 本人
富 士 前田　　透 67 12/7 本人
松風 2 千葉　　博 74 12/8 本人
富 士 富澤　敏道 78 12/12 本人
継 立 宮本　　綏 90 12/12 武
松風 2 髙橋　廣仲 84 12/13 本人

おくやみ （敬称略）

ノ、、青 、

共

新しい成長の礎となる一年に！
　町民の皆さん、こんにちは。
寒の入りとともに、寒さが一段と厳しく
なってきましたが、健やかに新年をお迎
えのことと思います。

　多くの町民皆さんの力強いご支援を賜
り、第 8 代栗山町長に就任させていただ
き、早や 3 年 8 カ月が経過し、任期も残
すところ 4 カ月を切りました。
　このような中、先月開催された議会定
例会議において、2 期目に挑戦すること
を表明させていただきました。
　町長就任時より掲げております、日赤
病院の改築、商店街の活性化、栗山高校・
介護福祉学校の存続など、先送りのでき
ない「5 つの町政課題」を解決へと導くこ
とはもちろんでありますが、その他にも、
人口減少・少子高齢化への対応、地域公
共交通の確保、基幹産業である農業の生
産基盤整備などの諸課題にも、しっかり
と取り組む決意でありますので、町民の
皆さんには、引き続きのご指導とご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願いいたし
ます。

　さて、今年の干支は「壬寅（みずのえ・
とら）」です。
　「壬」は、十干の 9 番目で「妊に通じ、
陽気を下に姙

はら

む」、また「寅」は、「虫
ミミズ

寅に通
じ、春の草木が生ずる」という意味がある
ことから、「壬寅」は、「厳しい冬を越えて、
芽吹き始め、新しい成長の礎となる年」と
言われています。
　ここ 2 年間、新型コロナウイルスの感
染拡大により、耐え忍ぶ月日が続いてお
りましたが、今年こそは、干支の「壬寅」
のように、新しい成長の礎となる一年に
なりますことを念願しています。

　今、本町でも、新たな事業が芽吹き始
めようとしております。
　長年の懸案でありました「旧継立中学
校施設」の活用先が、ようやく決定しま
した。
　 活 用 事 業 者 は、 大 阪 市 の 株 式 会 社
ティーシーエイ（柿内裕一代表）で、旧継
立中学校は、キャンプ場・農業体験など
アウトドア関連の体験交流施設として生
まれ変わります。
　この施設が、南部地域の賑わいの拠点
となることを期待しています。

　また、町内唯一の高校である「栗山高校
の魅力づくり・生徒確保」の一環として、
まちを挙げて準備を進めている「栗山高
校女子硬式野球部」の監督に、金 由起子
さんが決定しました。
　金さんは、現在、全日本女子野球連盟
北海道支部長を務められており、現役選
手時代は、日本代表チームの主将として
活躍されるなど、女子硬式野球界のパイ
オニア的存在です。
　金さんには、栗山高校の魅力づくりと
ともに、栗山の子どもたちに、豊かな人
間性を育んでいただきますことを期待し
ています。
　
　このような新たな事業がスタートする
本年は、とにかく「元気のある町～栗山
町」を目指し、それを全国に発信してまい
りたいと思っています。
　「元気のある町」には、必然的に「人」が
集まり、「注目・視線」も集まります。
　そこには、将来的な定住に繋がる関係
人口の創出、若者の働く場となる企業
進出などに繋がり、町に好循環が生まれ
ます。
　私も、「元気のある町～栗山町」の先頭
に立って頑張ってまいりますので、今後
とも、よろしくお願いいたします。

　これからも、この「町長コラム」を通し
て、私の町長としての活動や考え方、旬
なまちの話題などについてお知らせして
まいります。
　本年も、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

栗山町長　佐々木　学

こちら
町長室

Vol.43
【行事】

【来客】

「大人の寺子屋」でまちづくり講話

国土交通省 高橋李承北海道局長

【今月の主な動向】
※変更となる場合があります。

1 月 6 日㈭

新年仕事始め 職員訓示

出初式登梯

令和 4 年栗山消防団出初式

1 月 8 日㈯ 栗山青年会議所新年交礼会

1 月 9 日㈰ 令和 4 年成人式

1 月 10 日㈪～
1 月 13 日㈭

東京出張（水田活用直接支払
交付金関係、栗山赤十字病院
建替プロポーザル審査ほか）

1 月 14 日㈮
交通安全観閲式

道営土地改良事業北海道要望

1 月 18 日㈫ ロータリークラブ町長卓話

1 月 21 日㈮～
1 月 27 日㈭ 令和 4 年度予算査定

日本共産党栗山町委
員会より政策要望

栗山建設協会より令和 4
年度建設業振興要望

佐藤茂樹広報・事業部長など
ＮＨＫ札幌放送局の皆さん

栗山商工会議所より令和
4 年度商工振興施策要望

「作．ＡＣ北海道」の
作田徹さん

栗山青年会議所の記虎大樹新理事
長とギリ・ドゥルバ新専務理事

「国道 234 号拡幅整備促進」に
係る陳情要望

稲津久衆議院議員

神谷裕衆議院議員 高橋はるみ参議院議員

歳末特別警戒街頭パトロールに参加

金子恭之総務大臣との懇談会に出席

第 10 回議会定例会議で 2 期目挑戦を表明

栗山高校女子硬式野球部指導者（監督）の報道発表

渡辺孝一衆議院議員
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第
40
回
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
12
月
12
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、全
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
男
子
の
部
と
女
子
の
部
に
分
か

れ
、
１
試
合
21
点
の
２
セ
ッ
ト
先
取
で

実
施
。
選
手
た
ち
は
仲
間
同
士
連
携
し
な

が
ら
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
２
大
会
連
続
の
優
勝
を
果

た
し
た
朝
日
４
丁
目
チ
ー
ム
の
河
鰭
拓
斗

さ
ん
は
「
一
緒
に
練
習
で
き
る
機
会
は
少

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
取

れ
て
い
た
の
で
優
勝
で
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝
：
朝
日
４
丁
目

　

準
優
勝
：
く
り
の
さ
と

　

３　

位
：
継
立

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝
：
継
立

　

準
優
勝
：
栗
山
町
役
場

　

３　

位
：
朝
日
４
丁
目
町
内
会
連
合
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